
あ
す
な
ろ
猫
事
業
（
飼
い
主
の
い
な

い
猫
へ
の
不
妊
・
去
勢
手
術
支
援
）

　
（
公
社
）
福
岡
県
獣
医
師
会

は
、
殺
処
分
さ
れ
る
不
幸
な
猫

を
減
ら
す
た
め
、
ま
た
飼
い
主

の
い
な
い
猫
と
共
生
を
目
指
す

地
域
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て
不
妊
・
去
勢

手
術
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
た
ち

の
増
加
や
糞
尿
問
題
を
減
ら
し
、
地
域
の
環

境
改
善
や
近
隣
住
民
の
ト
ラ
ブ
ル
を
軽
減
す

る
な
ど
、
人
と
猫
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽�

支
援
内
容　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
、
メ
ス

１
頭
に
つ
き
１
万
円
、
オ
ス
１
頭
に
つ
き

５
０
０
０
円
で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い

ま
す
。

※�

い
ず
れ
も
費
用
は
申
込
者
の
自
己
負
担
で
、

消
費
税
は
含
み
ま
せ
ん
。

▽�

予
定
頭
数　

８
０
０
頭

▽�

対
象
と
要
件　

①
芦
屋
町
を
含
む
対
象
地

域
に
生
息
す
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫

　

②
申
込
者
も
対
象
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ
と 

　

③
申
し
込
み
は
１
人
１
頭
ま
で 

▽��

申
込
期
限　

一
次
締
切
＝
５
月
５
日
水
、

二
次
締
切
＝
８
月
31
日
火
（
い
ず
れ
も
締

切
後
に
抽
せ
ん
）

※�

一
次
当
選
で
予
定
頭
数
の
手
術
が
完
了
し

た
場
合
、
二
次
抽
せ
ん
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽��

応
募
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
必
要
事
項
を
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

▽��
問
い
合
わ
せ　
（
公
社
）
福
岡
県
獣
医
師
会

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
委
員
会
（
☎
〈
０
９
２
〉

７
５
１
局
４
７
４
９
）

筑
前
玄
海
ゆ
る
旅

フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

玄
界
灘
に
面
し
た
筑
前
玄
海
エ
リ
ア
で
撮

影
し
た
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
グ
ル
メ
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

▽�

応
募
期
限　

５
月
９
日
日

▽�

撮
影
場
所　

筑
前
玄
海
エ
リ
ア
（
芦
屋
町
・

岡
垣
町
・
宗
像
市
・
福
津
市
・
古
賀
市
）

▽�

応
募
要
件　

応
募
者
本
人
が
撮
影
し
、
応
募

時
か
ら
起
算
し
て
1
年
以
内
の
写
真

▽�

応
募
方
法　

Instagram

で

投
稿
ま
た
は
メ
ー
ル
で
送
信

※�

詳
細
は
「
宗
像
観
光
ガ
イ
ド
」

サ
イ
ト
内
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

筑
前
玄
海
地
域
観
光
推
進

協
議
会
（
宗
像
市
商
工
観
光
課
）（
☎
〈
０

９
４
０
〉
３
６
局
０
０
３
７
）

韓
国
語
講
座
の
受
講
生
を
募
集

▽�

と
き　

入
門
ク
ラ
ス
（
韓
国
語
が
ま
っ
た
く

わ
か
ら
な
い
人
）
５
月
11
日
か
ら
毎
週
火
曜

日
・
午
後
７
時
～
８
時
、
初
級
ク
ラ
ス
（
少

し
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
）
＝
５
月
14
日
か

ら
毎
週
金
曜
日
・
午
後
７
時
～
８
時
。
い
ず

れ
も
月
３
回

▽�

と
こ
ろ　

遠
賀
韓
国
会
館
（
水
巻
町
頃
末

南
、
駐
車
場
あ
り
）

▽�

定
員　

各
ク
ラ
ス
15
人
（
先
着
順
）

▽�

受
講
費　

月
額
３
０
０
０
円

※
入
学
金
は
無
料
で
す
。

▽�

申
し
込
み　

韓
国
会
館
（
☎
２
０
１
局
１

８
２
３
）・
携
帯
（
０
８
０

－

１
７
２
４

－

９
１
５
９
）

福
岡
県
盲
ろ
う
者
通
訳
・

介
助
員
養
成
研
修
会

　

盲
ろ
う
者
（
視
覚
と
聴
覚
、
音
声
ま
た
は

言
語
機
能
障
害
を
重
複
し
て
持
つ
重
度
の
身

体
障
が
い
者
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

移
動
支
援
の
た
め
の
通
訳
介
助
員
養
成
研
修

会
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

６
月
６
日
日
、
12
日
土
、
20
日
日
、

27
日
日
、
７
月
４
日
日
、
11
日
日
、
25
日
日
、

８
月
８
日
日
、
22
日
日
・
午
前
10
時
～
午

後
４
時
（
計
９
回
）

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
春

日
市
原
町
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

▽�

対
象　

①
７
回
以
上
受
講
が
可
能
で
受
講

修
了
後
、
通
訳
介
助
員
と
し
て
福
岡
県
盲

ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
に
登
録

し
活
動
が
で
き
る
人 

②
福
岡
県
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
が
受
講
対
象
者
と
し
て
認
め

た
人
、
手
話
や
点
訳
、
朗
読
、
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
人

▽�

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽�

受
講
料　

無
料

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法

人
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
☎
〈
０

９
２
〉
５
８
４
局
６
０
６
７
）

※�

申
込
書
は
、
障
が
い
者
・
生
活
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
０
）
に
あ
り
ま
す
。

郵
便
ポ
ス
ト
に
２
次
元
コ
ー
ド

日
本
郵
便
と
町
が
情
報
発
信

　

町
内
の
25
カ
所
の

郵
便
ポ
ス
ト
に
芦
屋

町
と
日
本
郵
便
の
２

次
元
コ
ー
ド
を
表
示

し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
付
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
住
民
や
観
光
客
な
ど
が
災
害
時
の
避

難
先
情
報
や
観
光
情
報
を
得
た
り
、
近
く
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
・
郵
便
局
を
探
し
た
り
す
る
と
き
に
利

用
し
て
も
ら
う
の
が
目
的
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
郵
便
局
（
☎
２
２
３

局
０
０
４
２
）・
芦
屋
山
鹿
郵
便
局
（
☎
２

２
３
局
２
７
７
１
）

メール ホームページホームページ

みんなの

ひろば
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●
浜
木
綿
俳
句
会

落
椿
さ
さ
ら
の
流
れ
に
の
り
切
れ
ず

�

野
口
加
津
美

梅
東
風
や
崖
に
出
土
の
五
輪
塔

�

小
川　

雪
野

野
仏
の
眼
下
の
甍
風
ひ
か
る

�

花
田
八
代
美

水
温
む
天
の
捨
て
た
る
も
の
沈
め

�

池
田　

幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

め
し
び
つ
に
刺
子
の
布
巾
桃
の
花

�

縄
田　

惠
子

神
々
へ
繋
ぐ
飛
石
梅
の
宮

�

仲
山
ク
ニ
子

紙
の
雛
男
の
子
ば
か
り
の
姉
へ
折
る

�

桐
山　

美
枝

黄
八
丈
う
な
じ
に
か
か
る
春
シ
ョ
ー
ル

�

田
尾
三
千
枝

●
水
茎
短
歌
会

卒
園
の
園
児
ら
歌
う
讃
美
歌
を

孫
は
笑
顔
で
伴
奏
し
お
り

�

宮
﨑
佐
代
子

壇
上
よ
り
ま
っ
す
ぐ
我
に
目
を
向
け
て

あ
り
が
と
う
と
言
い
子
は
卒
業
す

�

村
上　

一
惠

供
花
し
た
る
花
色
淡
き
ス
ト
ッ
ク
の

強
き
香
り
に
む
せ
返
る
朝

�

田
中
勢
津
子

戸
を
開
け
れ
ば
霰
や
雪
の
降
り
込
め
り

海
よ
り
来
る
風
の
冷
た
さ

�

榎
枝　

千
恵

【一般書】
湯どうふ牡丹雪 山本　一力� 著
おれたちの歌をうたえ 呉　勝浩� 著
草原のサーカス 彩瀬　まる� 著
その扉をたたく音 瀬尾　まいこ� 著

【児童書】
建築家になりたい君へ 隈　研吾� 作
しげちゃんの　はつこい 室井　滋� 作
まだまだ　まだまだ 五味　太郎� 作
ぽかぽかぐ～ん 角野　栄子� 作
ちかてつサブちゃん 宮西　達也� 作

悪の芽
� 貫井　徳郎　著

　銀行員の安達は、世
間を震

しんかん

撼させた事件の犯
人が同級生だったことに
気付き絶句する。小学生
の頃、彼がいじめに遭う
きっかけを作ってしまっ
た。その後、道を踏み外
した彼は…。絶望の果て
に、人間は何を見るのか。

と　き 　　出　演・催　し　　
7 日水 赤ちゃんおはなし会たっち
10 日土 お話しポケット
11 日日 にじの会
17 日土 おはなしトントン
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや・多目的室
※ 25日日の定例おはなし会はありません。

　４月23日は「子ども読書の日」です。この日から
5月12日までは「こどもの読書週間」です。これに
合わせて春の図書館まつりを開催します。子どもた
ちが心に響いた「おすすめの本」を紹介しています。

▽ �とき　４月 24日土～５月５日水

▽ �主な催し　
▪小中学生が書いたおすすめの本の展示
▪�雑誌・新聞のリサイクル（主に平成31年 4月～令
和２年3月。新聞は希望の月日を事前に申し込み）
※リサイクル期間は４月 27日火～５月４日火

▽ �とき　４月 25日日・午後 2時～ 3時

▽ �ところ　中央公民館２階

▽ �定員　30人（事前申し込みが必要）
※定員に満たない場合は当日参加ができます。

▽ �出演者　図書館ボランティアの皆さん（おはなし
トントン、お話しポケット、にじの会、めるへん）

▽ �内容　絵本の読み聞かせや紙芝居など楽しいお
はなしがいっぱいです。

俳
句
、
短
歌

■休館日　�５日月、12日月、19日月、22日木、
26日月

芦屋町図書館
（☎２２３局３６７７）
開館時間
午前 10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ４月

定例おはなし会

おいでよ！春の図書館まつり

こども読書の日特別おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊
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